
◎政治改革の時代背景

（２）バブルの崩壊と負担の分配

▽スライド（３）

◎戦後のＧＤＰ（国民総生産）成長率の推移

◎高度・安定成長から低成長の時代へ

▽高度成長時代 ⇒ 国民全体の「富」が増える
‣政治の仕事は「富」の分配
‣有権者へのサービス。橋や道路の建設
‣地元に富を持ってこられるのが有能な政治家

⇒政治家と官僚、業界の癒着構造
▽低成長の時代 ⇒ 富は増えず、高齢化で社会保
障費は増える

‣「負担」のお願いが政治家の仕事

‣個々の政治家にとって苦手なこと

‣政治指導者の決定権が求められる

⇒強い権力の必要性

→小選挙区制導入と結びつく

◎政治改革の時代背景

（３）国際環境の激変

◎平成期の国際情勢

１９８９年（平成元年） 東西冷戦終結
１９９１年 湾岸戦争

（自衛隊の海外派遣）
１９９４年 北朝鮮の核開発危機

‣国際情勢の変動に機敏に対応できる政治指導
力

⇒首相権限の強化



誰？

橋本龍太郎
元首相

◎橋本行革（１９９６～９８年）

（１）中央省庁再編＝１府２２省庁の半減構想を提唱、
１府１２省庁に整理・統合（２０００年）

（２）政治主導＝副大臣や政務官ポストを新設

（３）首相の権限強化＝閣議における首相の発議権。そ
れを補佐する格上の内閣府の設置


